
⾦沢⼤学のさまざまな教育研究活動は、多様なメディア、
ランキングに取り上げられています。
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G7富⼭・⾦沢教育⼤⾂会合のエクスカーション（視察）を⾏いました
 2023年５⽉15⽇，本学⾓間キャンパスにおいてG7富⼭・⾦沢教育⼤⾂会合のエクスカーション

（視察）を⾏い，G7各国の⼤⾂や国際機関の代表者の⽅々が本学を訪れました。
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⾦沢⼤学⾓間キャンパスにて



⾦沢⼤学開発衛星「こよう」
打ち上げ・地上交信成功！

 2023年12⽉2⽇、本学学⽣が中⼼となって開発
したX線突発天体監視速報衛星「こよう」が⽶国
SpaceX社のFalcon９で打ち上げられ、通信系デ
ータの送受信が確認されました。「こよう」は、宇宙
航空研究開発機構（JAXA）の⾰新的衛星技術実
証３号機の実証テーマとして選定されています。

⾦沢⼤学のプロジェクトが
ユネスコ／⽇本ESD賞受賞

 Mammadova  Aida准教授が推進する「⽇本の
ユネスコ⽣物圏保存地域（ユネスコエコパーク）
およびジオパーク内の遠隔地域活性化を⽬的と
した世代間学習」事業がユネスコ／⽇本ESD賞を
受賞しました。⽇本の機関・団体が受賞するのは、
賞の創設以来、2件⽬となります。

秋篠宮皇嗣妃殿下が
⾦沢⼤学にお成りになりました

 4⽉26⽇、秋篠宮皇嗣妃殿下が⾦沢⼤学にお成
りになりました。令和6年能登半島地震で被災した
⼦どもたちの学習⽀援に携わった学⽣ボランティ
アや、医療⽀援活動を⾏った医療スタッフとご懇
談され、被災地の復興に向けた取り組みや、被災
者⽀援について熱⼼に⽿を傾けておられました。

 国の⽂化審議会において、医学類旧書庫、医学
類解剖標本庫、医学類病理標本庫、医学類⻄⾯南
旧正⾨および煉⽡塀、医学類⻄⾯北煉⽡塀の5件
が「国⼟の歴史的景観に寄与しているもの」の基
準を満たすとの審議・議決を経て、⽂部科学⼤⾂
に登録有形⽂化財として登録されました。

医学類旧書庫など5件の建物
登録有形⽂化財に登録

⾦沢⼤学は、全学をあげて令和６年能登半島地震の
被災者・被災地⽀援に取り組んでいます。

 ⾦沢⼤学は、発災直後に災害対策本部を設置し、学⽣・教職員・患者様の安否確認や被害状況の確認を
開始しました。⾓間キャンパス、宝町・鶴間キャンパス、⾦沢⼤学附属病院、附属学校園をはじめとする、能登
地域以外の拠点においては、建物は安全な使⽤が可能な状態であり、⼤学⼊学共通テストや教育・研究活
動、診療を継続することができました。また、附属病院の災害派遣医療チームの出動に加え、地震学や地質
学、考古学にいたるまで、さまざまな分野の研究者が、現地での調査開始へと動き出しました。
 さらに、中⻑期的視点から、能登における教育、医療、⽂化、産業の復興・再⽣そして継続的発展を強⼒に
推進するため、「能登⾥⼭⾥海未来創造センター」を1⽉30⽇に設置しました。 
 本学は、引き続き地域・⾃治体・企業と連携しながら、被災地の復旧・復興に取り組んでいきます。

パリで開催された授賞式でスピーチする塩川理事
写真提供：⽂部科学省

⼤正15年に建設された医学類旧書庫

妃殿下と学修⽀援ボランティア外政とのご懇談「こよう」（⾦沢⼤学衛星1号機）イメージ図

発災以降、災害対策本部会議を随時開催 ⽂部科学⼤⾂と学⻑による意⾒交換

学⽣・教職員による被災地でのボランティア活動 避難している中⾼⽣へ対して、本学学⽣による学びの⽀援

附属病院のDMATは発災直後に医療⽀援活動を始動 能登⾥⼭⾥海未来創造センターによる報告会を定期開催
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